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はじめに

　平成 27 年度 に採択 され た 地球 シ ミュ レ
ー

タ特別

推進課題 「地球 温 暖化施策決定 に 資す る 気候 再 現 ・

予測実験デー
タベ ー

ス 」 で は、過去 と将来 の 気候変

化 に 不 確実性 の 情報 を 加味した 確度の 高い 影響評価

の ため の 物理気候プ ロ ダク トを提供す る こ とを 目標

と して い る。そ の ために、高解像度全球大気モ デル

を用い て大量の ア ンサン ブル 実験お よび 、領域モ デ

ル による力学的 ダウン ス ケ
ー

リン グを実施す る こ と

で 、日本の 標準データ ベ ース を構築しつ つ ある。

　 全 球大気モ デル に よ る過 去 再現実験 で は、

MRI −AGCM 〔水平解像度 60k皿 、鉛 直64 層） に観

測 された海面水温 と海氷を与 えて、過去 61 年 （1951

− 2011 年） の 100 メ ン バ ー
の タイ ム ス ライ ス 実験

を実施 した。本 発 表 で は、こ の 実験セ ッ トを も と に、

特 に 日本域 で 過 去 に 観測 され た 10 年規模 の 気候イ

ベ ン トに注 目し、再現性を検証 し た結果を紹介する 。

初期解析結果

　図 1 に、日本 の 陸上 気温 の 過 去数十年 の 時系列を
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冬〜春季と夏〜
秋季に 分けて 示 す。Urabe　and

Maeda （2015 ）で は、2000 年 代以 降、夏 か ら秋 に か け

て の H 本 の 気 温 に は 上 昇 トレ ン ドが 見 られ る の に 対

し、冬か ら春 に か けて の 気 温 は 停滞し て い る こ とを

指摘 して い るが 、全球 モ デル に よ る ア ン サ ン ブル 実

験で もこ の 傾向が再現 され て い る。ま た 、1980年代

の 終わ りか ら 1990年代前半に か けて暖冬傾向が持

続 した様子 もモ デル は よく捉 えて い る。こ の 期間 の

日本 の暖冬 は、10 年規模で 持続 し て い た 正 の 北極振

動 （AO ）に影響を受 けて い た こ とが知 られて い る（図

2左）。 初期値の 情報を与 えて い な い AGCM で AO

を再現する こ とは難 しい と考え られ て い る が 、

MRI ・AGCM の ア ン サ ン ブル 実験で は、こ の 時期 の

正 の AO の 特徴が よ く再現され て い た （図 2右）。

　発表で は、こ れ らの イ ベ ン トにっ い て 解析 した結

果 を紹介す る。また、AGCM に 与 え る境界条件 か ら

人為起源の影響を取り除い た非温暖化実験も準備中

で あ り、今後、日本 の 夏 の 高温 リス ク や暖冬傾 向 に

対 して 地球 温暖化と 10年規模の 内部変動がそれ ぞ

れ どの 程度寄与 し て い た か を議論 で き る と考 えて い

る 。

冖Mr
叺尋

一軌 6

−oゐ

図 1，日本の 12− 5月 （実線）及び 6− 11月 （破線）の 地

上 気 温 （陸域の み ）の 時系列 。 （上 ）JRA55 、（下）モ デ

ル 。上 図の 灰 色線 は 1999 ・2012 年の 線形 トレ ン ド、下図

の 陰影部 は IOO メ ン バ ーの ス プ レ ッ ドを示 す。
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図 2．1988 − 1991 年 冬季の 500hPa 高度偏 差 場。（左 ）

JRA55 、（右）モ デル 100 メ ン バ ー
平均。
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